
令和８年度のスタートにあたって 

大仙市立花館小学校１５２年目の学校経営 

〇校章の意味 

「桜」：①成長と希望→子どもたちが毎年成長し新しい一歩を踏み出す姿 

    ②美しさと調和→一人一人が輝きながら、みんなで調和する姿 

    ③はかなさと努力→限られた時間を大切にし、精一杯努力する姿 

    ④日本人の心・地域性→地域に根差し、故郷を大切にする姿 

             「学」：学びを土台・中心にして、一人一人が花のように開いていく学校 

〇校歌から 

・すこやかに、ひとみあかるく学ぶ友  ・たくましく胸をはり、あしたへの希望を語る、のびゆく子 

・きよらかに、こころやさしくはげむ友  ・美わしくほこらかに、輝ける歴史に学ぶ、栄えある子 

〇「花館」という学校名から 

・花（＝子ども一人一人）、館（＝学校という場所）→花のような子どもたちが集まり、咲き誇る場所 

 

◇＜学習指導要領 前文より＞ 

これからの＜幼稚園・小学校・中学校・高等学校＞には、一人一人の児童が、自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら

様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の作り手となることがで

きるようにすることが求められる…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇めざす子ども像 

◎自分のよさを認識し、他者を尊重し、多様な人と協働できる子 

①わくわく：ひろく考える子ども＜世界を知る＞ 
②にこにこ：みんなにやさしくできる子ども＜他者を知る＞ 

③こつこつ：心と体をきたえる子ども＜自分を知る＞ 

◇めざす学校像 

◎互いを認め合い共に成長することが

できる学校 

①地域・社会に開かれた学校 

②安心・安全な学校 

③やる気・本気を引き出す学校 

◇めざす教師像 

◎全ての子どもの可能性を引き出す教師 

①子どもを認め、自信と夢を育む教師 

②子ども・保護者・地域に信頼される教師 

③使命感をもち、専門性を高め続ける教師 

学校教育目標 

あすにむかって 今せいいっぱい 

～ひとりで、みんなで、チャレンジ！～ 



◇めざす子ども像について 

①わくわく：ひろくかんがえる子ども＜世界を知る＞ 

◇主体性と協働性を育む授業づくり 

・子どもが進んで学びたくなる環境・材・課題設定、単元デザイン・ストーリーの工夫（ＵＤＬオプション） 

・子どもの思いや考えをつなぐ活動設定（主体的対話的で深い学びに向けた個別最適な学び） 

◇地域との連携 

・地域の伝統やよさを伝えるボランティアの活用（学校行事等、総合的な学習の時間等） 

・地域と学校をつなぐコミュニティ・スクールの推進（学校運営協議会委員：学校評議員との連携） 

 

②にこにこ：みんなにやさしくできる子ども＜他者を知る＞ 

◇共生の心を育む活動の充実 

・多様性の理解を推進し、お互いのよさを認め合う特別活動 

・「人権」「節度」「思いやり」「個性伸長」などに重点を置いた学級での取組 

◇保護者との連携 

・保護者と課題を共有し、子どもの成長を共に促す取組 

・各家庭をつなぎ、共に子育てに取り組む PTA 活動（学校行事等での連携） 

 

③こつこつ：心と体をきたえる子ども＜自分を知る＞ 

◇健康な心と体づくり 

・自分の課題を見つけて、その改善を目指す取組 

・自分に合っためあてをもち、粘り強く努力する授業づくり 

◇特別支援教育の視点 

・自己有用感・自己肯定感を育む学級経営、UDL の授業づくり 

・職員のチーム対応による、個別最適な学びの推進 

 

▶「Well-Being（ウェルビーイング）」：身体的・精神的・社会的によい状態にあること。短期的な幸

福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。 

子どもたち、地域の Well-Being の実現のためには、教職員の Well-Being を高めることも必

要です。子どもたちの安全・安心を最優先に、人権には十分配慮しながら、先生方それぞれの個

性を生かし、職務に励んでいきます。おもしろい学校を一緒に作っていきましょう。202６/04/０１ 

チームはなだて 

石垣モデル 


